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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期の連結業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年３月期 863,784 － 8,686 － 11,834 － 7,219 － 

26年３月期 － － － － － － － － 
 
（注）包括利益 27年３月期 20,088 百万円 （－％）   26年３月期 － 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
27年３月期 145.51 137.04 8.7 2.4 1.0 
26年３月期 － － － － － 

 
（参考）持分法投資損益 27年３月期 1,210 百万円   26年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年３月期 502,016 109,177 17.7 1,688.60 
26年３月期 － － － － 

 
（参考）自己資本 27年３月期 88,893 百万円   26年３月期 － 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

27年３月期 17,889 △7,087 △10,748 13,951 

26年３月期 － － － － 

（注）当社は、当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、平成26年４月１日に上場いたしましたので、平成

27年３月期の当社の実績値のみ記載しております。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年３月期 － － － － － － － － 
27年３月期 － － － 30.00 30.00 1,579 20.6 1.9 
28年３月期（予想） － － － 30.00 30.00   22.6   
（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況

については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

当社は、当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、平成26年４月１日に上場いたしましたので、前期

の実績を記載しておりません。 

平成26年４月１日を基準日として、株式会社マルハニチロホールディングスの平成26年３月期の期末配当金である１株当たり30円を、平

成26年４月１日付の当社株主名簿に記載もしくは記録のある株主に対し配当いたしました。 
 
３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 
  （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 900,000 4.2 15,500 78.4 14,500 22.5 7,000 △3.0 132.97 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  1社  （社名）Austral Fisheries Pty Ltd. 
（注）当連結会計年度において支配力基準により実質的に支配していると認められるため、持分法適用の関連会社から

連結子会社に変更しております。 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

（注）詳細は、〔添付資料〕Ｐ．13「４．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を
ご覧ください。 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期 52,656,910 株 26年３月期 － 株 
②  期末自己株式数 27年３月期 13,635 株 26年３月期 － 株 

③  期中平均株式数 27年３月期 49,615,157 株 26年３月期 － 株 

（注）当社は、当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、平成26年４月１日に上場
いたしましたので、平成27年３月期の当社の実績値のみ記載しております。 

 

（参考）個別業績の概要 
平成27年３月期の個別業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年３月期 414,626 － 1,472 － 3,486 － △9,946 － 

26年３月期 － － － － － － － － 

 

※  監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が現在入手してい

る情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は世界経済・競合状況・為替・金利の変動等にかかわるリスク等の様々な要因により大

きく異なる可能性があります。 

なお、業績予想に関する事項は、〔添付資料〕Ｐ.３「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関

する分析（次期の見通し）」をご覧ください。 

 



種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳及び配当金総額は以下のとおりです。 

  
年間配当金 配当金総額 

（合計） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 

第一種優先株式            

26年３月期 － － － － － － 

27年３月期 － － － － － － 

（注）当社は、当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、平成26年４月１日に上場い

たしましたので、前期の実績を記載しておりません。 

当社が平成26年４月１日付で株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併した際に、同社第一種優先株式10

株に対して、当社第一種優先株式１株を割当て交付しております。 

平成26年４月１日を基準日として、株式会社マルハニチロホールディングスの平成26年３月期の期末配当金である

１株当たり200円、配当金総額128百万円を、平成26年４月１日付の当社株主名簿に記載もしくは記録のある株主に

対し配当いたしました。 

平成27年３月24日までに第一種優先株式の取得を請求しない第一種優先株主に対して、当社は平成27年３月25日付

で発行する第一種優先株式の全部を取得するのと引き換えに当社普通株式を交付いたしました。 

なお、取得した第一種優先株式は平成27年３月30日付で全て消却しております。 

 

期末発行済株式数（第一種優先株式）26年３月期       －株 

27年３月期       －株 

 



（ご参考） 

当社は、平成26年４月１日付で当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併したことによ

り、同社の連結財務諸表を引き継いでおります。 

このため、以下に参考情報として、同社の平成26年３月期と当社の平成27年３月期を比較した「平成27年３月期の連結

業績」及び「配当の状況」を以下に記載しております。 
 
  （百万円未満切捨て） 
１．平成27年３月期の連結業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期 863,784 1.4 8,686 △18.3 11,834 △15.2 7,219 126.2 

26年３月期 851,708 5.2 10,626 △11.4 13,954 5.3 3,191 △41.4 
 
（注）包括利益 27年３月期 20,088 百万円 （69.9％）   26年３月期 11,825 百万円 （△0.9％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

27年３月期 145.51 137.04 8.7 2.4 1.0 
26年３月期 6.18 6.06 4.4 3.0 1.2 

 
（参考）持分法投資損益 27年３月期 1,210 百万円   26年３月期 1,438 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期 502,016 109,177 17.7 1,688.60 
26年３月期 475,233 90,876 16.2 142.38 

 
（参考）自己資本 27年３月期 88,893 百万円   26年３月期 77,106 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

27年３月期 17,889 △7,087 △10,748 13,951 

26年３月期 8,708 △12,471 3,748 13,932 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当

率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年３月期 － － － 30.00 30.00 1,486 48.5 2.2 
27年３月期 － － － 30.00 30.00 1,579 20.6 1.9 

28年３月期（予想） － － － 30.00 30.00   22.6  

（注）平成26年３月期の配当の数値は株式会社マルハニチロホールディングスの配当実績を記載しております。なお、当社は、同社の期末配当

金である１株当たり30円を、平成26年４月１日を基準日として当社株主名簿に記載もしくは記録のある株主に対して配当いたしました

が、本配当については平成26年３月期の期末配当金として記載しております。 
上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況

については、以下の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 
 
種類株式の配当の状況 
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳及び配当金総額は以下のとおりです。 

 
年間配当金 配当金総額 

（合計） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 

第一種優先株式            

26年３月期 － － － 200.00 200.00 128 

27年３月期 － － － － － － 

（注）平成26年３月期の配当の数値は株式会社マルハニチロホールディングスの配当実績を記載しております。なお、当社は、同社の期末配当

金である１株当たり200円、配当金総額128百万円を、平成26年４月１日を基準日として当社株主名簿に記載もしくは記録のある株主に対

して配当いたしましたが、本配当については平成26年３月期の期末配当金として記載しております。 
平成27年３月24日までに第一種優先株式の取得を請求しない第一種優先株主に対して、当社は平成27年３月25日付で発行する第一種優先

株式の全部を取得するのと引き換えに当社普通株式を交付いたしました。 
なお、取得した第一種優先株式は平成27年３月30日付で全て消却しております。 

期末発行済株式数（第一種優先株式）26年３月期  643,000株(割当て後の第一種優先株式数) 
27年３月期       －株 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

  当社は、平成26年４月１日付で当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、同社の

連結財務諸表を引き継いでおりますので、連結の範囲については、それまでの同社の連結の範囲と実質的な変動はあり

ません。 

  よって、以下の記述においては、前期と比較を行っている項目については同社の平成26年３月期連結会計年度（平成

25年４月１日から平成26年３月31日まで）との比較、また前連結会計年度末と比較を行っている項目については同社の

平成26年３月期連結会計年度末（平成26年３月31日）との比較を行っております。 

 

（１）経営成績に関する分析

（当期の経営成績）

１．当期における業績全般の動向

  当期におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果もあり、企業収益や雇用環境の改善傾向が続き、緩やか

な回復基調となりました。その一方で、増税後に落ち込んだ消費の回復の遅れや天候不順の影響もあり、個人消費

には低迷の動きも見られました。

  水産・食品業界におきましては、急激な円安による原材料価格の高騰や、人材不足への懸念など、厳しい事業環

境が続きました。

  このような状況のもと、当社グループは、中期４ヵ年経営計画「Challenge toward 2017（2014－2017）」で掲

げた信頼回復と成長戦略の遂行に向け、品質保証体制の強化及び危機管理体制の再構築に取り組む一方、豪州漁業

会社の子会社化による水産資源アクセスの基盤強化を進めるなど、グローバル領域での収益拡大に取り組んでまい

りました。

  その結果、売上高は863,784百万円（前期比1.4％増）、営業利益は8,686百万円（前期比18.3％減）、経常利益

は11,834百万円（前期比15.2％減）、当期純利益は7,219百万円（前期比126.2％増）となりました。

 

２．当期におけるセグメント別の動向

漁業・養殖事業 

  漁業・養殖事業は、国内外の水産資源の持続可能かつトレーサビリティの確保できる供給源として、効率的な操

業により収益の確保に努めました。

  漁業部門では、海外まき網事業が単価下落と不漁により不振となりましたが、養殖部門ではカンパチ・ブリの価

格が堅調に推移した結果、漁業・養殖事業の売上高は35,109百万円（前期比2.9％増）、セグメント利益は964百万

円（前期比1.3％減）となりました。

 

商事事業 

  商事事業は、国内外にわたる調達・販売ネットワークを持つ水産商事ユニット・畜産商事ユニット、市場流通の

基幹を担う荷受ユニット、及び量販店、コンビニエンスストア、生協、外食、介護食、通販などの業態に特化した

戦略販売ユニットから構成され、国内外の市場動向を注視しながらお客様のニーズに対応した的確な買付販売と水

産加工事業の強化により、収益の確保に努めました。

  水産商事ユニットは、円安や海外相場の上昇により各商材の高値が続いた結果、需要が落ち込んだものの、販売

単価上昇により売上高は前年並みとなりましたが、仕入単価の上昇により減益となりました。

  荷受ユニットは、市場内流通の縮小及び前期末の商事子会社の株式譲渡による連結除外等により減収となりまし

たが、鮮魚の歩率改善及び経費削減等により増益となりました。

  畜産商事ユニットは、輸入冷凍豚肉・飼料原料・国産及び輸入鶏肉・輸入加工品等の販売数量の増加や、食肉全

般における販売価格の引き上げにより、増収増益となりました。

  戦略販売ユニットは、鮭鱒、エビ、貝類、凍魚等の主要魚種において原料価格の高値が続いたものの、量販店、

外食業界、中食業界向け販売が順調に推移し、増収増益となりました。

  以上の結果、商事事業の売上高は452,116百万円（前期比0.1％減）、セグメント利益は3,826百万円（前期比

5.7％減）となりました。

 

海外事業 

  海外事業は、中国・タイにおける水産物・加工食品の販売に加え、オセアニアでの基盤を強化している海外ユニ

ット（アジア・オセアニア地区）、すりみ等の生産を中心とした北米商材の日本・北米・欧州での販売を展開する

北米ユニットから構成され、水産物と加工食品の世界的な需要拡大に対応し、グローバル市場における収益の確保

に努めました。

  海外ユニットは、タイで製造している欧米向けペットフード等の販売好調に加え、子会社化した豪州漁業会社の

業績の貢献、更に水産原料の日本からの輸出増加により、大幅な増収増益となりました。
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  北米ユニットは、欧州水産物販売会社の堅調な販売、米国産助子の販売増加、すりみ販売の増加と価格上昇によ

り増収となったものの、米国産鮭鱒缶詰の欧米市場での相場下落、鱒の卵の販売減少、鮭鱒の相場下落により減益

となりました。

  以上の結果、海外事業の売上高は146,510百万円（前期比19.6％増）、セグメント利益は3,469百万円（前期比

92.5％増）となりました。

 

加工事業 

  加工事業は、市販用及び業務用冷凍食品の製造・販売を行う冷凍食品ユニット、缶詰・フィッシュソーセージ・

ちくわ・デザート・ペットフード・調味料・フリーズドライ製品等の製造・販売を行う加工食品ユニット、及び化

成品の製造・販売を行う化成ユニットから構成され、お客様のニーズにお応えする商品の開発・製造・販売を通じ

て収益の確保に努めました。

  冷凍食品ユニットは、市販用冷凍食品の新商品の販売が好調に推移したものの、アクリフーズ農薬混入事件の影

響及び円安による原材料や海外生産品のコスト増等により、大幅な減収減益となりました。

  加工食品ユニットは、水産原料の高騰による生産コストの上昇、缶詰の売価引き上げによる売上数量の減少に加

え、デザート類の商品回収及び販売不振等により、減収減益となりました。

  化成ユニットは、医薬品原料及びＤＨＡ・ＥＰＡの販売が好調に推移したものの、円安による原料価格の高騰や

コンドロイチン等健康食品の不振により、増収減益となりました。

  以上の結果、加工事業の売上高は209,720百万円（前期比5.5％減）、セグメント損失は2,028百万円（前期比

3,847百万円減）となりました。

 

物流事業 

  物流事業は、お客様の物流コスト削減志向による在庫圧縮の傾向が続くなか、水産物をはじめ畜産品や冷凍食品

の集荷営業活動に努めました。

  当期は、川崎市東扇島に新設した冷蔵倉庫の稼働等による償却費の増加や電力料金の値上げに伴う動力費の増加

等の影響があったものの、入庫数量が出庫数量を上回ったことによる在庫の積み上げ、畜産品の搬入増加及び輸配

送事業が伸長した結果、物流事業の売上高は15,169百万円（前期比3.5％増）、セグメント利益は1,170百万円（前

期比33.6％増）となりました。

 

（次期の見通し）

  世界経済は、米国では景気が回復しつつあり、欧州でも景気持ち直しの動きがみられます。国内においても、雇

用・所得環境の改善傾向が続くなか、景気が緩やかに回復していくことが期待されます。水産・食品業界では、高

付加価値商品への注目が集まる一方、消費者の低価格志向も依然として継続しており、原材料価格の上昇や雇用の

改善に伴う人材不足の影響など、引き続き予断を許さない事業環境が見込まれます。

  こうした環境下で当社グループは、中期４ヵ年経営計画「Challenge toward 2017（2014－2017）」の二年目を

迎えます。平成27年度は「再生と一丸への挑戦」を確実に実行し、続く「成長への挑戦」に向け、グループの総合

力を発揮し、新規事業を含む戦略的な事業施策の推進による収益拡大を目指します。

  次期の連結業績は、売上高900,000百万円（前期比4.2％増）、営業利益15,500百万円（前期比78.4％増）、経常

利益14,500百万円（前期比22.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益7,000百万円（前期比3.0％減）を見込ん

でおります。
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（２）財政状態に関する分析

１．資産、負債及び純資産の状況

総資産は502,016百万円となり、前期に比べ26,783百万円増加いたしました。これは、主としてたな卸資産の増

加によるものであります。

負債は392,838百万円となり、前期に比べ8,481百万円増加いたしました。これは、主として未払金及び退職給付

に係る負債の増加によるものであります。

少数株主持分を含めた純資産は109,177百万円となり、前期に比べ18,301百万円増加いたしました。

 

２．キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果得られた資金は17,889百万円となり、前期に比べ9,181百万円増加いたしました。

投資活動の結果使用した資金は、主に設備投資によるもので、7,087百万円となり、前期に比べ5,384百万円減少

いたしました。

財務活動の結果使用した資金は、主に借入金の返済によるもので、10,748百万円（前期は3,748百万円の収入）

となりました。

以上の結果、当期における現金及び現金同等物の期末残高は13,951百万円となり、前期末に比べ19百万円増加い

たしました。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期

自己資本比率（％） 12.4 13.1 15.0 16.2 17.7

時価ベースの自己資本

比率（％）
13.1 15.8 18.7 17.7 17.8

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
10.5 15.8 10.5 33.4 16.2

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍）
6.8 4.9 8.2 2.8 6.9

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。なお、当社は平成26年４月１日付で当社の

親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、同社の連結財務諸表を引き継いでおり

ますので、平成26年３月期以前の各指標は、同社の連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち短期借入金及び長期借入金を対象としてお

ります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への適切な利益還元を経営の重要施策と位置付けており、経営体質の一層の強化を徹底し

て、財務面での充実を図りつつ、経営環境を見極めながら安定配当を継続的に実施していくことを基本方針として

おります。

当期は、基本方針に基づき、普通株式１株当たり30円の配当を実施させていただく予定であります。

また、次期の配当も、普通株式１株当たり30円の配当とさせていただく予定であります。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、「誠実を旨とし、本物・安心・健康な『食』の提供を通じて、人々の豊かなくらしとしあわせ

に貢献します」をグループ理念と定め、グループ理念の実践により、社会への責任を果たしてまいります。

また、当社グループは、グループ理念を通じて以下のビジョンの実現を目指します。

・地球環境に配慮し、世界の『食』に貢献する21世紀のエクセレントカンパニーを目指します。

・お客様の立場に立ち、お客様にご満足いただける価値創造企業を目指します。

・持続可能な『食』の資源調達力と技術開発力を高め、グローバルに成長を続ける企業を目指します。

 

（２）目標とする経営指標

  今年度よりスタートさせた中期４ヵ年経営計画「Challenge toward 2017（2014－2017）」において、平成29年

度に売上高9,000億円、営業利益200億円、経常利益190億円、海外法人利益比率（経常利益）25.0％、有利子負債

額2,750億円、自己資本比率20.0％を目指します。

 

（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題

  安全で高品質な商品を、お客様のもとにお届けすることが当社グループの使命であり、お客様への責任を果たす

ことを全てにおいて優先し、グループ一丸となって「信頼の回復」のための施策を着実に実行してまいります。具

体的には、当社グループの食品安全を含めた品質保証体制、危機管理体制の再構築、及びグループガバナンスの強

化を最優先課題として、取り組んでまいります。

  上記に加え、中期４ヵ年経営計画「Challenge toward 2017（2014－2017）」のもう一つの柱である「成長への

挑戦」として、「成長路線の遂行」「グローバル領域での収益拡大」「財務体質の改善」への取り組みを推進して

まいります。

 

①成長路線の遂行

  持続的成長の追求を基本方針とし、責任体制が明確で効率的なグループ経営を目指します。そのために、11の事

業領域から構成されるユニットを中心とした経営を推進し、より戦略的に、より具体的に、より効果的に成長戦略

を実行しやすい体制を構築します。また、ユニット内及びユニット間の協業や成長分野への戦略投資などの施策を

タイムリーに推進することによりグループの成長を創出いたします。

 

②グローバル領域での収益拡大

  水産物と加工食品の世界的な需要拡大が見込まれるなか、グローバル市場で成長を遂げることを、当社グループ

が持続的な発展を実現していくための重要戦略と位置付け、中核収益事業の強化のための投資及び新規案件への投

資を拡大してまいります。

 

③財務体質の改善

  財務体質の改善を目標とし、運転資本の効率化による有利子負債の削減と自己資本比率の改善を進めてまいりま

す。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、

様式及び作成方法に関する規則（第７章及び第８章を除く）」（昭和51年大蔵省令第28号）に基づいて作成しておりま

す。 

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

  (単位：百万円) 

 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 13,971 

受取手形及び売掛金 101,287 

たな卸資産 147,537 

その他 12,367 

貸倒引当金 △729 

流動資産合計 274,433 

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 50,145 

機械装置及び運搬具（純額） 32,073 

土地 55,912 

その他（純額） 5,242 

有形固定資産合計 143,373 

無形固定資産  

のれん 14,583 

その他 12,484 

無形固定資産合計 27,068 

投資その他の資産  

投資有価証券 35,051 

退職給付に係る資産 154 

繰延税金資産 6,161 

その他 21,039 

貸倒引当金 △5,265 

投資その他の資産合計 57,140 

固定資産合計 227,582 

資産合計 502,016 

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 31,108 

短期借入金 176,444 

未払金 27,362 

賞与引当金 1,203 

役員賞与引当金 37 

その他 12,667 

流動負債合計 248,823 

固定負債  

長期借入金 113,145 

特別修繕引当金 49 

環境対策引当金 68 

退職給付に係る負債 23,796 

その他 6,954 

固定負債合計 144,014 

負債合計 392,838 
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  (単位：百万円) 

 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 20,000 

資本剰余金 40,617 

利益剰余金 17,971 

自己株式 △21 

株主資本合計 78,567 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 5,302 

繰延ヘッジ損益 48 

為替換算調整勘定 4,832 

退職給付に係る調整累計額 142 

その他の包括利益累計額合計 10,325 

少数株主持分 20,284 

純資産合計 109,177 

負債純資産合計 502,016 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

  (単位：百万円) 

 
当連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 863,784 

売上原価 756,410 

売上総利益 107,373 

販売費及び一般管理費 98,687 

営業利益 8,686 

営業外収益  

受取配当金 936 

持分法による投資利益 1,210 

為替差益 3,086 

雑収入 2,394 

営業外収益合計 7,627 

営業外費用  

支払利息 2,696 

雑支出 1,782 

営業外費用合計 4,479 

経常利益 11,834 

特別利益  

事業譲渡益 2,688 

その他 491 

特別利益合計 3,180 

特別損失  

固定資産処分損 524 

減損損失 1,522 

たな卸資産処分損 1,270 

その他 41 

特別損失合計 3,359 

税金等調整前当期純利益 11,655 

法人税、住民税及び事業税 3,658 

法人税等調整額 △1,398 

法人税等合計 2,259 

少数株主損益調整前当期純利益 9,395 

少数株主利益 2,176 

当期純利益 7,219 
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（連結包括利益計算書）

  （単位：百万円） 

 
当連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 9,395 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 2,813 

繰延ヘッジ損益 78 

為替換算調整勘定 6,160 

退職給付に係る調整額 651 

持分法適用会社に対する持分相当額 989 

その他の包括利益合計 10,693 

包括利益 20,088 

（内訳）  

親会社株主に係る包括利益 16,310 

少数株主に係る包括利益 3,778 
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（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

          (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 5,000 16,729 11,615 － 33,345 

当社（吸収合併存続会社）の
期首残高 

△5,000 △16,729 △11,615 － △33,345 

引継いだ連結財務諸表上の期
首残高 20,000 40,617 15,257 △1 75,872 

会計方針の変更による累積
的影響額     △2,889   △2,889 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 20,000 40,617 12,367 △1 72,982 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,614   △1,614 

当期純利益     7,219   7,219 

自己株式の取得       △20 △20 

自己株式の処分   0   0 0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － 0 5,604 △19 5,585 

当期末残高 20,000 40,617 17,971 △21 78,567 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 193 － △2,489 △601 △2,897 1,044 31,492 

当社（吸収合併存続会社）の
期首残高 

△193 － 2,489 601 2,897 △1,044 △31,492 

引継いだ連結財務諸表上の期
首残高 2,552 △28 △817 △472 1,234 13,769 90,876 

会計方針の変更による累積
的影響額           △92 △2,982 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 2,552 △28 △817 △472 1,234 13,676 87,893 

当期変動額              

剰余金の配当             △1,614 

当期純利益             7,219 

自己株式の取得             △20 

自己株式の処分             0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 2,750 76 5,649 614 9,091 6,607 15,698 

当期変動額合計 2,750 76 5,649 614 9,091 6,607 21,284 

当期末残高 5,302 48 4,832 142 10,325 20,284 109,177 

（注）平成26年４月１日付で、親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、同社の連結財務諸

表を引継いでおります。
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

  (単位：百万円) 

 
当連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前当期純利益 11,655 

減価償却費 13,614 

減損損失 1,522 

固定資産除却損 508 

のれん償却額 1,332 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △792 

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △74 

受取利息及び受取配当金 △1,138 

支払利息 2,696 

有形固定資産売却損益（△は益） △258 

投資有価証券売却損益（△は益） △102 

投資有価証券評価損益（△は益） 13 

事業譲渡損益（△は益） △2,688 

売上債権の増減額（△は増加） △539 

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,311 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,440 

仕入債務の増減額（△は減少） 956 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,279 

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,281 

その他 △2,689 

小計 20,159 

法人税等の支払額 △2,269 

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,889 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △13,140 

有形固定資産の売却による収入 684 

投資有価証券の取得による支出 △57 

投資有価証券の売却及び償還による収入 231 

事業譲渡による収入 3,760 

貸付けによる支出 △161 

貸付金の回収による収入 620 

利息及び配当金の受取額 1,913 

その他 △938 

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,087 
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  (単位：百万円) 

 
当連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,330 

長期借入れによる収入 37,215 

長期借入金の返済による支出 △38,483 

自己株式の取得による支出 △20 

自己株式の売却による収入 0 

配当金の支払額 △1,608 

少数株主への配当金の支払額 △662 

利息の支払額 △2,599 

その他 △260 

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,748 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15 

現金及び現金同等物の期首残高 1,771 

当社（吸収合併存続会社）の現金及び現金同等物の

期首残高 
△1,771 

引継いだ連結財務諸表上の現金及び現金同等物の期

首残高 
13,932 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 3 

現金及び現金同等物の期末残高 13,951 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

  「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法

を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。 

  この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が4,529百万円増加し、利益剰余金が2,889百万円、少

数株主持分が92百万円、それぞれ減少しております。また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益はそれぞれ103百万円増加しております。 

  なお、当連結会計年度の１株当たり純資産額は53.60円減少し、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額はそれぞれ、1.37円、1.29円増加しております。 

 

（セグメント情報等）

  セグメント情報

１．報告セグメントの概要

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

  当社グループは、報告セグメントごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

  当社グループは、「魚」をコアにした水産食品企業グループであり、製品・サービスの特性、市場及び顧客の種

類などの要素で多面的にとらえて編成した複数の事業セグメント（当社呼称上の“事業ユニット”）を、主に事業

類似性の観点から、集約基準及び量的基準に基づいて集約したうえで、「漁業・養殖」、「商事」、「海外」、

「加工」及び「物流」の５つを報告セグメントとしております。

  「漁業・養殖」は、漁業、養殖、水産資源の調達を行っております。

  「商事」は、水産物、畜産品の調達・販売を行っております。

  「海外」は、水産物、加工食品の販売、すりみ等の生産・販売を行っております。

  「加工」は、冷凍食品、缶詰、フィッシュソーセージ、ちくわ、デザート、ペットフード、調味料、フリーズド

ライ製品、化成品等の製造・販売を行っております。

  「物流」は、冷凍品の保管及び輸配送を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

  報告セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。

  セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務
諸表計上

額 
（注）３ 

 
漁業・ 
養殖 

商事 海外 加工 物流 計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
35,109 452,116 146,510 209,720 15,169 858,625 5,158 863,784 － 863,784 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

12,163 14,317 33,002 5,485 4,650 69,619 305 69,925 △69,925 － 

計 47,273 466,433 179,512 215,206 19,819 928,245 5,463 933,709 △69,925 863,784 

セグメント利益

又は損失（△） 
964 3,826 3,469 △2,028 1,170 7,402 796 8,198 487 8,686 

セグメント資産 34,732 117,081 116,549 138,002 35,474 441,840 25,443 467,283 34,732 502,016 

その他の項目                    

減価償却費 1,923 1,052 2,693 5,089 1,653 12,413 417 12,830 783 13,614 

のれんの償却

額 
39 62 431 788 9 1,332 － 1,332 － 1,332 

持分法適用会

社への投資額 
－ 833 7,055 1,361 1,299 10,549 94 10,643 － 10,643 

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額 

1,484 1,080 4,061 8,042 772 15,442 261 15,704 606 16,310 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料等の保管業、海運業、不動

産業及び毛皮の製造販売業等を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益又は損失（△）の調整額487百万円には、セグメント間取引消去73百万円及び全社費用配

賦差額413百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額34,732百万円には、セグメント間の債権の相殺消去等△3,952百万円、各報告セ

グメントに帰属しない全社資産が38,685百万円含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 
 
 

当連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 1,688.60円

１株当たり当期純利益金額 145.51円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 137.04円

（注）１. １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
当連結会計年度

（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

１株当たり当期純利益金額  

  当期純利益（百万円） 7,219

  普通株主に帰属しない金額（百万円） －

  普通株式に係る当期純利益（百万円） 7,219

  普通株式の期中平均株式数（株） 49,615,157

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

  当期純利益調整額（百万円） △4

  （うち子会社の発行する潜在株式調整額） （△4）

  普通株式増加数（株） 3,031,487

  （うち優先株式） （3,031,487）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

―――――――――

      ２. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当連結会計年度末

  （平成27年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 109,177

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 20,284

（うち少数株主持分） (20,284)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 88,893

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株

式の数（株）
52,643,275

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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＜平成27年３月期決算補足説明資料＞

  当社は、平成26年４月１日付で当社の親会社であった株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、同社の

連結財務諸表を引き継いでおりますので、連結の範囲については、それまでの同社の連結範囲と実質的な変動はありま

せん。

  このため、以下に参考情報として、同社の前連結会計年度末（平成26年３月31日）と当社の当連結会計年度末を比較

した「連結貸借対照表」及び同社の前連結会計年度（平成25年４月１日から平成26年３月31日）と当社の当連結会計年

度を比較した「連結損益計算書及び連結包括利益計算書」及び「連結キャッシュ・フロー計算書」並びに「セグメント

情報等」を記載しております。

 

連結財務諸表 

(1) 連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,952 13,971

受取手形及び売掛金 98,198 101,287

たな卸資産 134,303 147,537

その他 14,215 12,367

貸倒引当金 △723 △729

流動資産合計 259,946 274,433

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 49,586 50,145

機械装置及び運搬具（純額） 28,107 32,073

土地 56,392 55,912

その他（純額） 4,414 5,242

有形固定資産合計 138,500 143,373

無形固定資産    

のれん 15,128 14,583

その他 7,161 12,484

無形固定資産合計 22,290 27,068

投資その他の資産    

投資有価証券 34,177 35,051

退職給付に係る資産 － 154

繰延税金資産 5,766 6,161

その他 19,798 21,039

貸倒引当金 △5,245 △5,265

投資その他の資産合計 54,496 57,140

固定資産合計 215,287 227,582

資産合計 475,233 502,016

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 29,157 31,108

短期借入金 178,823 176,444

未払金 23,985 27,362

賞与引当金 835 1,203

役員賞与引当金 25 37

その他 11,223 12,667

流動負債合計 244,050 248,823

固定負債    

長期借入金 111,619 113,145

特別修繕引当金 90 49

環境対策引当金 144 68

退職給付に係る負債 20,694 23,796

その他 7,757 6,954

固定負債合計 140,306 144,014

負債合計 384,357 392,838



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 20,000

資本剰余金 45,683 40,617

利益剰余金 15,257 17,971

自己株式 △68 △21

株主資本合計 75,872 78,567

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,552 5,302

繰延ヘッジ損益 △28 48

為替換算調整勘定 △817 4,832

退職給付に係る調整累計額 △472 142

その他の包括利益累計額合計 1,234 10,325

少数株主持分 13,769 20,284

純資産合計 90,876 109,177

負債純資産合計 475,233 502,016

 



(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

連結損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

（自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成26年４月１日 
至  平成27年３月31日） 

売上高 851,708 863,784

売上原価 742,507 756,410

売上総利益 109,200 107,373

販売費及び一般管理費 98,574 98,687

営業利益 10,626 8,686

営業外収益    

受取配当金 829 936

持分法による投資利益 1,438 1,210

為替差益 1,668 3,086

雑収入 2,812 2,394

営業外収益合計 6,748 7,627

営業外費用    

支払利息 2,847 2,696

雑支出 572 1,782

営業外費用合計 3,420 4,479

経常利益 13,954 11,834

特別利益    

事業譲渡益 － 2,688

その他 1,912 491

特別利益合計 1,912 3,180

特別損失    

固定資産処分損 437 524

減損損失 1,039 1,522

たな卸資産処分損 － 1,270

製品回収関連費用 5,042 －

その他 1,278 41

特別損失合計 7,797 3,359

税金等調整前当期純利益 8,069 11,655

法人税、住民税及び事業税 2,517 3,658

法人税等調整額 1,363 △1,398

法人税等合計 3,880 2,259

少数株主損益調整前当期純利益 4,188 9,395

少数株主利益 997 2,176

当期純利益 3,191 7,219

 



連結包括利益計算書 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成26年４月１日 
至  平成27年３月31日） 

少数株主損益調整前当期純利益 4,188 9,395

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 141 2,813

繰延ヘッジ損益 △52 78

為替換算調整勘定 6,038 6,160

退職給付に係る調整額 － 651

持分法適用会社に対する持分相当額 1,508 989

その他の包括利益合計 7,636 10,693

包括利益 11,825 20,088

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 9,658 16,310

少数株主に係る包括利益 2,166 3,778

 



(3) 連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

（自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成26年４月１日 
至  平成27年３月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

   税金等調整前当期純利益 8,069 11,655

   減価償却費 13,161 13,614

   減損損失 1,039 1,522

   固定資産除却損 400 508

   のれん償却額 1,254 1,332

   貸倒引当金の増減額（△は減少） △536 14

   退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,033 △792

   事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 74 △74

   受取利息及び受取配当金 △1,036 △1,138

   支払利息 2,847 2,696

   有形固定資産売却損益（△は益） △1,115 △258

   投資有価証券売却損益（△は益） △118 △102

   関係会社株式売却損益（△は益） △73 －

   投資有価証券評価損益（△は益） 109 13

   事業譲渡損益（△は益） － △2,688

   売上債権の増減額（△は増加） 7,319 △539

   たな卸資産の増減額（△は増加） △10,796 △6,311

   その他の流動資産の増減額（△は増加） △198 1,440

   仕入債務の増減額（△は減少） △5,141 956

   その他の流動負債の増減額（△は減少） △532 △1,279

   未払消費税等の増減額（△は減少） △1,542 2,281

   その他 △576 △2,689

   小計 10,571 20,159

   法人税等の支払額 △1,862 △2,269

   営業活動によるキャッシュ・フロー 8,708 17,889

投資活動によるキャッシュ・フロー    

   有形固定資産の取得による支出 △13,705 △13,140

   有形固定資産の売却による収入 2,729 684

   投資有価証券の取得による支出 △61 △57

   投資有価証券の売却及び償還による収入 3,339 231

   連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△1,114 －

   連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出 
△353 －

   連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
735 －

   事業譲渡による収入 － 3,760

   貸付けによる支出 △52 △161

   貸付金の回収による収入 635 620

   利息及び配当金の受取額 1,782 1,913

   その他 △6,406 △938

   投資活動によるキャッシュ・フロー △12,471 △7,087

 



 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

（自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成26年４月１日 
至  平成27年３月31日） 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

   短期借入金の純増減額（△は減少） 12,462 △4,330

   長期借入れによる収入 42,097 37,215

   長期借入金の返済による支出 △45,091 △38,483

   自己株式の取得による支出 △12 △20

   自己株式の売却による収入 1 0

   配当金の支払額 △1,610 △1,608

   少数株主からの払込みによる収入 8 －

   少数株主への配当金の支払額 △494 △662

   利息の支払額 △3,093 △2,599

   その他 △518 △260

   財務活動によるキャッシュ・フロー 3,748 △10,748

現金及び現金同等物に係る換算差額 △144 △37

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △158 15

現金及び現金同等物の期首残高 14,090 1,771

当社（吸収合併存続会社）の現金及び現金同等物の

期首残高 
－ △1,771

引継いだ連結財務諸表上の現金及び現金同等物の期

首残高 
－ 13,932

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 3

現金及び現金同等物の期末残高 13,932 13,951

 



（セグメント情報等）

セグメント情報

１．報告セグメントの概要

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

  当社グループは、報告セグメントごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

  当社グループは、「魚」をコアにした水産食品企業グループであり、製品・サービスの特性、市場及び顧客の種

類などの要素で多面的にとらえて編成した複数の事業セグメント（当社呼称上の“事業ユニット”）を、主に事業

類似性の観点から、集約基準及び量的基準に基づいて集約したうえで、「漁業・養殖」、「商事」、「海外」、

「加工」及び「物流」の５つを報告セグメントとしております。

  「漁業・養殖」は、漁業、養殖、水産資源の調達を行っております。

  「商事」は、水産物、畜産品の調達・販売を行っております。

  「海外」は、水産物、加工食品の販売、すりみ等の生産・販売を行っております。

  「加工」は、冷凍食品、缶詰、フィッシュソーセージ、ちくわ、デザート、ペットフード、調味料、フリーズド

ライ製品、化成品等の製造・販売を行っております。

  「物流」は、冷凍品の保管及び輸配送を行っております。

 

  平成26年４月１日付で、株式会社マルハニチロホールディングスを吸収合併し、同社の連結財務諸表を引き継い

だこと等により、報告セグメントを従来の「水産事業」単一セグメントから、「漁業・養殖」、「商事」、「海

外」、「加工」及び「物流」の５区分に変更しております。

  なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の区分方法に基づき作成したものを開示しております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

  報告セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。

  セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

  各セグメントの業績をより的確に測定することを目的に、配賦する販売費及び一般管理費の配賦方法を変更して

おります。

  なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき作成したものを開示しております。



３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

（単位：百万円） 

  報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結財務
諸表計上

額 
（注）３

 
漁業・
養殖

商事 海外 加工 物流 計

売上高                    

外部顧客への
売上高

34,111 452,590 122,479 221,919 14,663 845,764 5,944 851,708 － 851,708

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

9,257 18,656 27,913 8,871 4,688 69,388 753 70,141 △70,141 －

計 43,369 471,247 150,393 230,790 19,351 915,152 6,697 921,850 △70,141 851,708

セグメント利益 977 4,058 1,802 1,819 876 9,534 673 10,207 418 10,626

セグメント資産 － － － － － － － － － －

その他の項目                    

減価償却費 2,123 963 2,398 4,923 1,578 11,986 525 12,512 649 13,161

のれんの償却
額

39 54 334 814 9 1,254 － 1,254 － 1,254

持分法適用会
社への投資額

－ 796 9,703 1,201 1,258 12,960 90 13,050 － 13,050

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

2,259 923 2,565 4,171 3,704 13,625 604 14,229 908 15,137

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料等の保管業、海運業、不動

産業及び毛皮の製造販売業等を含んでおります。

        ２．セグメント利益の調整額418百万円には、セグメント間取引消去322百万円及び全社費用配賦差額96百万円が

含まれております。

        ３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

        ４．セグメント資産は、変更後の区分方法により、セグメント資産の金額を遡って正確に抽出することが実務上

困難なため、開示を行っておりません。



当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

（単位：百万円） 

  報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結財務
諸表計上

額 
（注）３

 
漁業・
養殖

商事 海外 加工 物流 計

売上高                    

外部顧客への
売上高

35,109 452,116 146,510 209,720 15,169 858,625 5,158 863,784 － 863,784

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

12,163 14,317 33,002 5,485 4,650 69,619 305 69,925 △69,925 －

計 47,273 466,433 179,512 215,206 19,819 928,245 5,463 933,709 △69,925 863,784

セグメント利益
又は損失（△）

964 3,826 3,469 △2,028 1,170 7,402 796 8,198 487 8,686

セグメント資産 34,732 117,081 116,549 138,002 35,474 441,840 25,443 467,283 34,732 502,016

その他の項目                    

減価償却費 1,923 1,052 2,693 5,089 1,653 12,413 417 12,830 783 13,614

のれんの償却
額

39 62 431 788 9 1,332 － 1,332 － 1,332

持分法適用会
社への投資額

－ 833 7,055 1,361 1,299 10,549 94 10,643 － 10,643

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

1,484 1,080 4,061 8,042 772 15,442 261 15,704 606 16,310

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料等の保管業、海運業、不動

産業及び毛皮の製造販売業等を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益又は損失（△）の調整額487百万円には、セグメント間取引消去73百万円及び全社費用配

賦差額413百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額34,732百万円には、セグメント間の債権の相殺消去等△3,952百万円、各報告セ

グメントに帰属しない全社資産が38,685百万円含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。




